
福知山市告示第５０号

地方公営企業法第４０条の２第１項後段の規定に基づき、平成２４年１０月

１日から平成２５年３月３１日までの期間におけるガス事業、水道事業、下水

道事業及び病院事業の業務状況を次のとおり公表します。

平成２５年６月１日

福知山市長 松 山 正治



ガス事 業業務状況報 告書

(平成２４年１０月１日～平成２５年３月３１日）

ｌ事業の概況

２

当期末現在の一般ガス需要戸数は５，７８２戸となり、前年同期末と比べ１６０戸の減少とな

りました。ガス販売量については、前年同期に比べ１．６％増の２，２５１千㎡となりました。

設備関係については、市道末広区画１号線他ガス本管布設替工事やかしの木台地内市道かしの

木台４号線他ガス支管布設替工事等を行いました。

収支については、ガス売上は３７６，１０３千円となり、前年同期に比べ１．３％増加しまし

た。また、平成２５年４月１日のガス事業民間譲渡に伴う譲渡代金として１，１８４，０００千

円の特別利益がありました。一方、支出においては原料価格の高騰に伴い、原料費が大幅に増加

するとともに、修繕費、委託作業費等が増加しました。この結果、当期は１，１４４，５６０千

円の純利益となりました。

年間では、ガス販売量は４，２０８千㎡で、前年度に比べ３．６％増となり、ガス売上は

６８８，０５２千円で前年度に比べ４．７％の増となりました。

また、当年度の収支は１，１７２，１６８千円の純利益を計上することができました。

経理の状況

平成２４年度下半期ガス事業収支計算書

科目

ｌ製 品売上

２営業雑収益

３附帯事業収益

４営業外収益

５特別利益

計

科目

ｌ売上原価

２供給販売費

３一般管理費

４営業雑費用

５附帯 事 業 費 用

６営業外費用

計

収益

金額

３７６，１０３，０６５

２９，７９２，１０３

１５，７５５，８１６

５，９０７，５０９

１，１８４，０００，０００

1,611,558,493

費用

金額

2０９，９８２，０５１

１２２，６２４，８４１

４５，７８６，１４０

28,435,935

１６，９５７，８４９

４３，２１１，５１６

466,998,332

(蛍付９円）

備考

ガス売上

受注工事収益、器具販売収益、その他

簡易ガス売上、その他

受取利息、その他

その他特別利益

(蛍付９１工|）

備考

ガス売上原価

減価償却費、修繕費、その他

人件費、その他

受注工事費用、器具販売費用、その他

簡易ガス費用

支払利息、その他



３

平成２４年度下半期ガス事業貸借対照表

(減価償却累計額2,600,281,714円）

企業債

(単位：円）

(単付：円）

借方科目 金額 貸方科目 金額

ｌ製造設備

２供給 設備

３業務 設備

４簡易ガス事業設備

５投資等

６現金及び預金

７売掛金

８未収入金

９製品

１０原料

１１貯 蔵 品

909,386,126

2,341,050.799

62,532,514

100,324,560

1,600,000

383,786,639

63,084,455

４１９，４７５

３５，２０９

8,085,140

３１，０５５．５５６

ｌ固定負債

２買掛金

３未払金

４未払費用

５預り金

６自己資本金

７資本剰余金

８欠損金

９当年度純利益

121,618,000

30,662,990

54,343,100

16,268,358

397,286

795,825,000

013,274,667

275,589,089

144,560,1６１

２

△

１

計 3,901,360,473 計 3,901,360,473

区分 前期繰越高 当期増加高 当期減少高 当期末残高

ガス事業債昭和６２年度

ガス事業債昭和６３年度

ガス事業債平成元年度

ガ ス事業債平成２年度

ガス事業債平成３年度

ガス事業債平成４年度

ガス事業債平成５年度

ガス事業債平成６年度

ガス事業債平成７年度

ガス事業債平成８年度

ガス事業債平成８年度

ガス事業債平成９年度

ガス事業債平成９年度

1,146,506

３，７１２，６３５

４，７９８，４２４

５，０８８，５８４

４，６１３，１２４

10,328,345

１２，４１０，４７９

11,349,571

24,093,913

38,748,247

21,347,253

270,311,986

257,519,666

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１，１４６，５０６

３，７１２，６３５

４，７９８，４２４

５，０８８，５８４

4,613,124

10,328,345

12,410,479

11,349,571

24,093,913

38,748,247

21,347,253

70,311,986

57,519,666

２
２

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０



４平成２５年度予算概要及び経営方針

福知山市ガス事業は、昭和２９年１０月３０日に認可を受け、翌昭和３０年１１月から石炭ガス

により１，５５２戸に供給を開始しました。

その後、原料変更を伴う設備更新を経て、平成１０年１０月に天然ガス転換事業を完了し、平成

１８年度には福知山西エコ・ステーションを設置して天然ガス自動車への供給を開始するなど、積

極的な事業展開に努めてまいりました。

しかしながら、近年、国や地方自治体の行財政改革の進展や、ガス業界やエネルギー業界におけ

る規制緩和により事業者間の競争激化、お客様ニーズの多様化・高度化などガス事業を取り巻く環

境は大きく変化してまいりました。

特に公営事業では、民間事業者に比べて積極的かつ弾力的な事業展開が困難な環境にあり、ガス

供給戸数も平成１３年度をピークに年々減少傾向が続いております。

このような状況を踏まえ、本市ガス事業は平成２５年４月１日に民間譲渡することが決定し、そ

れに伴い、ガス事業会計についても平成２４年度をもって閉鎖することとなりました。

しかしながら、会計閉鎖時点で未払金として計上された経費や、決算整理のために新たな費用が

発生することから、平成２５年度一般会計予算において、「ガス事業会計清算事業」を新設し、民

間譲渡後の清算事務を行います。

(単位:円）

区 分 前期繰越高 当期増加高 当期減少高 当期末残高

ガス事業債平成１０年度

ガス事業債平成１０年度

ガス事業債平成１１年度

ガス事業債平成１１年度

ガス事業債平成１２年度

ガス事業債平成１２年度

ガス事業債平成１３年度

ガス事業債平成１３年度

ガス事業債平成１４年度

ガス事業債平成１４年度

44,345,543

60,000,052

12,676,767

10,192,524

7,730,797

１，１２５，４１３

7,652,311

16,690,247

5,450,144

25,029,569

４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

44,345,543

460,000,052

1２，６７６，７６７

１０，１９２，５２４

7,730,797

1，１２５，４１３

７，６５２，３１１

1６，６９０，２４７

5,450,144

25,029,569

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

合計 1,256,362,100 ０ 1,256,362,lＯＯ ０



１

２

水道

(平成24年１０月１日～平成25年３月３１日）

事 業の概況

当期末現在の給水戸数は26,473戸となり､前年同期に比べ300戸の増加となりました｡給水量について

は､前年同期に比べ4.2％増の4,235,069㎡となりました。

設備関係においては､導水管･配水管の布設替や老朽設備の更新等の工事を行いました。

収支については､給水収益は前年同期に比べ９．１％増の662,626千円で、当期の損益は139,671千

円の純利益となりました。

年間では､今年度より牧川筋簡易水道区域内全域に分水が行われたことなどから､給水収益は､５．１％増

の1,287,004千円となりました｡支出においては､委託料や動力費の増加などにより､事業費用が増加は

ものの、１１６，１６１千円の純利益を計上することとなりました。

経理の状況

平成24年度下半期水道事業収支計算書

収 益

科目 金額備考

１営業収益704,620,102水道料金､受託工事､その他

２営業外収益52,165,350他会計補助金､受取利息､その他

計756,785,452

費用

科目 金額備考

１営業費用526,019,651原浄水､配給水､受託工事､総係､その他

２営業外費用91,095,012支払利息､その他

計617,114,663

(単位:円）

(単位:円）



平成24年度下半期水道事業貸借対照表

借方科目金額

１有形固定資産16,908,845,437

２投資1,600,000

３現金預金1,195,144, 8 8 8

４未収金2 3 3 , 3 1 0 ,137

５ 貯 蔵 品20,050,590

６前払金 1,352,700

７その他流 動 資 産 1 , 9 0 1 ,116

計18,362,204,868

(減価償却累計額

３企業債

(単位:円）

貸方科目金額

１固定負債168,362,4 06

２未払金200,489,848

３前受金２６２，００ ０

４預り金142,236,775

５その他流動負債2698,06 9

６ 自 己 資 本 金 3 1 2 , 3 6 1 , 495

７借入資本金7,598,685,423

８資本剰余金9,390,886,056

９利益剰余金406,552,007

１０当期純利益139,670,7 89

計18,362,204,868

6,449,515,768円）

(単位:円）

区分前期繰越高当期増加高当期減少高当期末残高

水道事業債昭和６１年度15,693,329015,693,329０

水道事業債 昭和６２年度20, 127,151020,127,151０

簡 易水道事業債 昭 和 ６ ２ 年 度 5 , 585,847０５６５，７１２5,020,135

水道事業債昭和６３年度19,166,36001,271,79317,894,567

簡易水道事業債昭和６３年度7,373,1560593,6646,779,492

簡易水道事業債昭和６３年度12,1 34,301０９７７，０１６11,157,285

簡易水道事業債平成 元２ 年度2,184,9620144,9852,039,977

水道事業債 平 成 ３ 年 度 2 1 ,700,055021,700,055 ０

水道事業債平成４年度34,656.92301,696,12432,960,799

水道事業債平成４年度90,993,36003,455,55287,537,808

水道事業債平成５年度44,879,27701,988,09942,891,178

水道事業債平成５年度55,633,25001,968,28253,664,968

水道事業債平成５年度60,035,88202124,04657,911,836

簡易水道事業債平成５年度54,596,013０２，０７３，３３１52,522,682

水道事業債平成６年度72,490,89402,702,38569,788,509



(単位:円）

区分前期繰越高当期増加高当期減少高当期末残高

水道事業債平成６年度101,369,38303,778,94597,590,438

水道事業債平成６年度110,049,55203,295,480106,754,072

水道事業債平成６年度78,698,22602,356,65176,341,575

簡 易水道事業債平成６年度7,031 , 7 6 9 0 2 3 9 , 5 5 3 6 , 7 9 2 , 216

水道事業債平成７年度149,696,17904,491,649145,204,530

水道事業債平成７年度87,989,35402,640,12985,349,225

水道事業債平成７年度54,667,45701,979,31652,688,141

水道事業債平成７年度93,005,67903,367,40889,638,271

簡易水道事業債平成７年度63,485,46802,001,09861,484,3 7 0

水道事業債平成８年度230,480,41506,497,863223,982,552

水道事業債平成８年度144,794,30704,846,735139,947,572

簡易水道事業債平成８年度85,324,133０２，５１６，５１０82,807,623

水道事業債平成９年度145,392,78204,654,131140,738,651

簡易水道事業債平成９年度211,773,53106,059,107205,714,424

水道事業債平成１０年度46,853,76401,390,53245,463,232

水道事業債平成１０年度106,859,46303,171,388103,688,075

水道事業債平成１０年度315,196,35208,041,559307,154,793

簡易水道事業債平成１０年度199,560,87805,522,993194,037,885

水道事業債平成１１年度130,083,60603,600,159126,483,447

水道事業債平成１１年度59,260,31101,640,07357,620,238

水道事業債平成１１年度378,147,76809,076,939369,070,829

簡易水道事業債平成１１年度189,524,05904,549,276184,974,783

水道事業債平成１２年度12,987,2560360,83912,626,417

水道事業債平成１２年度112,183,70702,716,914109,466,793

水道事業債平成１２年度171,797,61904,008,254167,789,365

水道事業債平成１２年度135,185,76703,566,096131,619,671

簡易水道事業債平成１２年度176,833,53804,181,067172,652,471

水道事業債平成１３年度201,838,67406,033,971195,804,703

簡易水道事業債平成１３年度82,907,31101,934,33280,972,979

水道事業債平成１４年度298,939,73808,790,164290,149,574

水道事業債平成１４年度61,838,35801,835,02860,003,330

水道事業債平成１４年度58,571,87301,731,43456,840,439

簡易水道事業債平成１４年度4,934,803０１０３，０４３4,831,760

簡易水道事業債平成１４年度1,761,606042,2851,719,321

簡易水道事業債平成１５年度1,170,625０２６，０６３1,144,5 62

簡易水道事業債平成１５年度４１０，１２７０１０，２１２399,915



(単位:円）

区分前期繰越高当 期増加高当期減少高当期末残高

簡易水道事業債平成１５年度246,075０６，１２７239,948

水 道 事 業 債 平成１６年度13,76 8 , 8 9 6 0 3 3 0 , 5 0 4 1 3 , 4 3 8 , 392

水道事業債平成１６年度81,956,14101,984,85079,971,291

水道事業債平成 １６年度14,073,2760340,83313,732,443

簡易水道事業債平成１６年度2,894,190060,4342,833,756

簡易 水 道 事 業債平成１６年度1,315,540027,4701,288,070

簡易水道事業債平成１６年度7,4 35,905０１３２，２９７7,303,608

水道事業債平成１７年度268,712,32106,094,825262,617,496

水道事業債平成１７年度102,003,12702,313,59499,689,533

水道事業債平成１７年度182,668,86704,143,222178,525,645

簡易水道事業債平成１７年度8,564,816０１７１，８２９8,392,987

簡 易水道事業債平成１７年度7,0 1 5 , 8 5 9 ０ １ ４ ０ ， ７ ５ ３ 6 , 8 7 5 , 106

簡易水道事業債平成１７年度41,481,0310687,17440,793,857

水道事業債平成１８年度37,170,8580811,67736,359,181

水道事業債平成１８年度15,747,8330337,71215,410,121

水道事業債平成１８年度558,797,768011,785,936547,011,832

水道事業債平成１８年度131,786,84102,765,683129,021,158

水道事業債平 成 １ ８ 年 度 3 , 1 45,857054,7253,091,132

水道事業債平成１８年度20,349,7640354,00119,995,763

簡易水道事業債平成１８年度10,540,3090190,87010,349,439

簡易水道事業債平成１８年度6,596,063０１０３，７３２6,492,331

水道事業債平成１９年度40,551,1740693,04839,858,126

水道事業債平成１９年度23,000,5530393,09622,607,457

水道事業債平成１９年度34,320,1140586,55533,733,559

水道事業債平成１９年度885,046015,126869,920

水道事業債平成１９年度38,310,3940642,50837,667,886

水道事業債平成１９年度25,444,9630426,74025,018,223

水道事業債平成１９年度30,410,0010506,88329,903,118

水道事業債平成１９年度20,209,7800336,86319,872,917

簡易水道事業債平成１９年度18,381,6920321,65118,060,041

簡易水道事業債平成１９年度3,567,721０３４６，４６１3,221,260

簡易水道事業債平成１９年度505,5990505,599０

簡易水道事業債平成１９年度1,143,1130379,139763,9 7 4

簡易水道事業債平成１９年度2,102,090０４１６，０２７1,686,063

簡易水道事業債平成１９年度10,000,000００10,000,000



(単位:円）

区分前期繰越高当期増加高当期減少高当期末残高

簡易水道事業債平成１９年度387,5040387,504 ０

簡易水道事業債平成１９年度1,323,047０４３８，８１８884,229

水道事業債平成２０年度19,386,2830316,54119,069,74 2

水道事業債 平成２０年度6,199,6740101,2296,098,445

簡易水道事業 債 平 成 ２ ０ 年 度 8 2,800,000００82,800,0 0 0

簡易水道事業債平成２０年度170,300,000００170,300,000

簡易水道事業債平成２０年度477,551030,629446,922

簡易水道事業債平成２０年度8,602,741０１，２１２，４７１7,390,270

簡易水道事業債平成２０年度13,371,3960857,608１２，５１３，７ ８ ８

簡易水道事業債平成２０年度731,187040,983690,204

簡易水道事業 債 平 成 ２ １ 年 度 4,600,000００4,600,000

簡易水道事業債平成２１年度5, 8 0 0 , 0 0 0 ０ ０ 5 , 8 0 0 , 000

簡易水道事業債平成２１年度34,207,20401,708,60032,498,604

簡易水 道 事 業債平成２１年度158,600,000００158,600,000

簡易水道事 業 債 平 成 ２ １ 年 度 1 7,500,000００17,500,0 0 0

簡易水道事 業 債 平 成 ２ １ 年 度 1 4,300,000００14,300,0 0 0

簡易水 道 事 業債平成２１年度129,100,000００129,100,000

水道事業債平成２１年度48,059,8690659,68847,400,181

水道事業債平成２２年度148,049,23001,969,303146,079,927

水道事業債平成２３年度200,000,000００200,000,000

水道事業債平成２４年度0186,200,0000186,200,000

計7,656,755,461186,200,000244,270,0387,598,685,423

４平成25年度予算概要及び経営方針

平成25年度水道事業の支出予算については､牧川筋簡易水道の統合による経費の増加や老朽施設

の修繕･更新を見込み､総額で2,380,600千円で対前年度比２．７％増となりました。

収益的支出の内訳は､人件費１６．１％､減価償却費32.3％､支払利息１３．８％､修繕費8.9％、

その他２８．９％となっています。

また､資本的支出の内訳は､建設改良費５２．５％､企業債償還金４７．５％で､主な建設改良事業

は､配水管の布設替工事や緩速ろ過池をはじめとした老朽設備の更新工事となっています。

水道事業においては､老朽化した主要設備や管路の大規模な更新時期を迎えている中で､水需

要は減少し､財源確保をはじめ経営を取り巻く環境は厳しさを増しています。

今後とも､より効率的な事業運営を図り、住民生活や企業活動を支える最重要のライフラインとして、

より災害に強く安定した水道水の供給が確保できるよう経営の健全化に努めてまいります。
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(平成24年１０月１日～平成25年３月3111）

事業の概況

本市下水道事業については､平成24年４月１日より地方公営企業法の全部を過川するとともに、下水

道部を廃止し､ガス水道部への組織統合を行いました。

法適用後初年度となる平成24年度下半期の業務量については､有収水量が７，３１２，１２０㎡となり、

下水道使用料は７１１，６４９，４７９円となりました。

設備関係については､上期より引き統き厚中問屋町地内の浸水対策蛎業に取り組み､仲ノ坪北貯留施

設築造工事を進めました｡また､和久市地内でのボックスカルバート更新工事など管渠､ポンプ場､終末

処理場の老朽化した各施設の更新工事を行いました。

収支については､収益が1,599,518千円、費用が1,818,321千円となり、当期は218,803千円

の純損失を計上することとなりました｡年間では､収益が2,331,644千円、費用が2,368,853千円と

なり、37,209千円の純損失となりました。

経理の状況

科目

平成24年度下半期下水道事業収支計算諜

収益

金額備考

１営業収益920,863,208下水道使用料､負担金､その他

２営業外収益678,654,641他会計補助金､その他

計1,599,517,849

費 用

科目 金 額備考

(単位:円）

(単位:円）

ｌ営業費 用 1,593,343,195管渠費､ポンプ場費､処理場費､業務費､総係費､その他
一一一◆一

２営業外費ハ１224,977,363,支払利息､その他

計1,818,320.55 8



(単位:円）

(単位:円）

平成24年度下半期下水道事業貸借対照表

３企業債

1,104,073,104）(減価償却累計額

借 方科目金額 貸方科目金額

黄潅撰|帳雛
４ 貯蔵品’

１固定負償，1,852,344,598

２未払金’600,969,615
‐‐‐‐----一一一一一一一一一‐－－－－当一一一一一－－‐‐‐．一一一一．．‐－－‐－－－－－－‐．‐

３ 預り金’538,667

４自己資本金4,904,974,009

５倍入資本金16,099,801,428

６資本剰余金22,706,784,910

７利益剰余金181,593,510

８当 期純 損失 △2 18 ,8 02 ,7 09

計 4６，１２８，２０４，０２８ 計46,128,204,028

区分前期繰越高当期増加高当期減少高当期末残高

下水道事業債昭和61年度111,090,246011,250,77999,839,467

下水道事業債昭和61年度14,179,87901,436,08212,743,797
●

下水道事業債昭和61年度48,120,93409,182,35438,938,580
◆ ◆

下水道事業債昭和61年度’980,9291 ０９９，３４５８８１，５８４

噸:慨|砿Jw1巽｜:一ｍ剛J一画剛：
〒羅燕耐副一凧面一Ｊ5--,岬~－凧哩，
下水道事業債昭和62年度

＋
１
１

8，９２７，１４００７１８，７８５8,208,355
･ _→_－

下水道事業債昭和62年度70,180,89409,312,71360,868,181
一一一一◆一一一一一◆

下水道事業債昭和62年度4,177,4340554,3283,623,106



(単位:円）

区分前 期 繰 越 高 当 期 増加高当期減少高当期末残高

下水道事業債昭和63年度221,371,459014,689,213206,682,246

下水道事業債昭和63年度51,434,84303,412,98548,021,858

下水道事業債昭和63年度 ６，５５４，８９３

下水道事業債昭和63年度’69,588

０ 434,953

1８００６，９９７，７１６

６，１１９，９４０

6２，５９０，４６４

下水道事業債昭和63年度2,691, 0 9 4 0 2 7 0 , 6 1 4 2 , 4 2 0 , 4 8 0
･ ｳ

下水道事業債平成4年度’393,898,921014,958,655

下 水道事業債平成4年度142,216,28806,960,121

378,940,266

1３５，２５６，１６７

下水道事業債平成5年度28,244,47801,028,91927,215,559

下水道事業債平成5年度10,595,8740490,48310,105,391

下水道事業債平成5年度301,775,157010,280,606291,494,551

下水道事業債平成5年度1,477,261050,3261,426,935
Ｉ
１
．
◆

下水道事業債平成5年度’137,600,922０－－－－－，－Ｊ＝５叩2711皿“噸
下水道事業債平成5年度’12,903,434０１554,38712,349,047

下水道事業債平成5年度

下水道事業債平成6年度

535,412023,004512,408
｜－ﾔ

３ １ ， ６ ７４，４３００９９４，３７５ 30,680,055

下水道事業債平成6年度300,645,96709,476,531291,169,436

下水道事業債平成6年度286,900,03609,043,251277,856,785

下水道事業債平成6年度 155,270,86606,037,990１４９，２３２，８７６

下水道事業債平成6年度17,542,484０６８２，１７１16,860,313

下水道事業債平成6年度6,909,4870269,3946,640,093

下水道事業債平成7年度

下水道事業債平成7年度

下水道事業債平成7年度

下水道事業債平成7年度

一一●－一一一一‐‐‐‐‐一一一一一一一一

l-l蝋::－

Ｉ

０－
０

542,055

206,874

39,164,580０１，２３０，５６９

2７，９３３，１２８
？
１
１

8３８，１３６

1３，６５６，３７３

5，１９７，０８８

３７，９３４，０１１

27,094,992

下水道事業債平成7年度149,989,74605,368,314144,621,432

下水道事業債平成7年度，16,061,7990574,87115,486,928
一一一一一一←一一一一

下水道事業債平成7年度 8,896,683０１318,42318,578,260



(単位:円）

区分前期繰越高当期増加高当期減少高当期末残高

下水道事業債平成7年度309,003,036０９，１１３，５９２299,889,444

下水道事業債平成7年度245,623,06407,244,293238,378,771

下水道事業債平成8年度5,089,9370177,761

下水道事業債平成8年度

●由一一一◆一一

1９，５２８，０７８

下水道事業債平成8年度，91,348,972

・
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
９

０
－
０Ｉ

684,054

４，９１２，１７６

1８，８４４，０２４

2,668,152８８，６８０，８２０
一一りゅー－一一一一一

下水道事業債平成8年度，76,429,42602,154,75174,274,675

－－－１
下水道事業債平成8年度’ 426,502,045

｡-一-一一①

０１２，２０２，７５８ ４１４，２９９，２８７
‐--－‐‐↓

下水道事業債平成8年度204,907,32406,967,283197,940,041

下水道事業債平成8年度8,581,5360291,7908,289,746

下水道事業債平成8年度2,716,457092,3652,624,092
｡－－←一一

下水道事業債平成9年度13,140,8690436,49712,704,372

下水道事業債平成 9 年 度 3 , 7 6 4 ,4400125,4493,638,991

下水道事業債平成9年度 4５，６９２，３２９

下水道事業債平成9年度31,820,254Ｉ
０
０

1,303,683

8７３，７８３

4４，３８８，６４６

3０，９４６，４７１
◆▲一一一一一Ｊ一一一４－－－

下水道事業債平成9年度10,370,4010334,21310,036,188

下水道事業債平 成 9 年 度 1 3 , 0 21,165097,694 2，９２３，４７１

－－十一一

下水道事業債平成9年度441,715,503012,224,7991429,490,704
● －－ ●

下水道事業債平成9年度202,384,65705,601,143196,783,514

下水道事業債平成9年度 5２，１４１，７９７０１，４４３，０６２５０，６９８，７３５
-‐‐↑－－－－－－－‐一一一

下水道事業債平成9年度、
－－－－－‐-----------↓

234,590,058

|｜-－－十一一一一一一一一一一一

０ 7,560,2711
－－一一一一一・‐－－－Ｆ－‐‐●

227,029,787

下水道事業債平成9年度10,091,9690326,3389,765,631

下水道事業債平成9年度’19,774,615
一 一 一 一 一 一 O - -

下水道事業債平成10年度

下水道事業債平成10年度

3６，５９５，９７８

０

０

637,288１９，１３７，３２７

9681７２３５，６２７，８０６

１－Ｉ
6,288,331０１９１，４３２’6,096,899

下 水道事業債平成 １ ０ 年 度 2 6 , 0 8 1,186０７９１，１０４25,290,082

下水道事業債平成lo年度298,815,862’09,063,789289,752,073

下水道事業債平成10年度91,995,45202,790,43989,205,013



(単位:円）

区分 前期繰越高 当期増加高当期減少高 当期末残高

下水道事業債平成10年度

下水道事業債平成11年度

1１，４２７，１８４０３４７，８７１１１，０７９，３１３

－ － 一 一一一一一一１－－－－－－－

６鼠…8１，！‘17‘561 6４，０７１，２９２
-十

下水道事業債平成11年度ｉ594,382,267014,267,363580,114,904
＄ －

下水道事業債平成11年度62,747 ０ 1,506,1

顕．
６１，２４０，８６０

下水道事業債平成11年度210,907,41605,062,554205,844,862

下水道事業債平成11年度’10,334,4190286,01310,048,406

下水道事業債平成11年度，15,682,301０ 434,01915,248,282

下水道事業債平成11年度186,453,17105,160,228181,292,943

下水道事業債平成11年度
十

3 ８ ， ８ ８０，５４４０
－－Ｉ

‐↓‐－

1,076,048 3７，８０４，４９６

下水道事業債平成11年度20,090,6910556,02519,534,666

下水道事業債平成12年度 3０３，１９７，７４６ ０７．１６８

下水道事業債平 成12年度53,370,74601,261,902

下水道事業債平成12年度

下水道事業債平成12年度

296,028,912

5２，１０８，８４４

１２５，４８７，６３２’０２，９２７，７８４１２２，５５９，８４８
↓

12,060,6421０ 3２６，１５８１１，７３４，４８４

下水道事業債平成12年度10,397,3220282,33910,114,983

下水道事業債平成12年度’19,626,635

下水道事業債平成12年度

下水道事業債平成12年度

下水道事業債平成13年度

下水道事業債平成13年度

下水道事業債平成13年度

－１－－

’

０ 530,766 1９，０９５，８６９

４，１８８，８４９０１１３，７４８４，０７５．１０１

274,829,869
_ｰ

０ 7,249

即一
2６７，５８０，０６９

40,403,966’０８７９，２５１１３９，５２４，７１５

7,055,755０３，５１８，２０２3,537,553

353,473,937０７，６９２，１２２ 345,781,815

下水道事業債平成13年度54,572,28701,128,10353,444,184

下水道事業債平成１

下水道事業債平成13年度

下水道事業債平成13年度

下水道事業債平成13年度

下水道事業債平成13年度

ｌ
~「

1６，８５７，３

7,606,930

3０ ５１３

2１１，５５７

０

０

１ 5,582,7

1８２，５

1１，２７４，６１４

7,424,336

5300637,149129,876,381
947０

3６，１９９，５７７ ０

●
‐
１
１

一一L－一一

5,442,844２０６，１１５，１０３

9３１,3221 3５，２６８，２５５



(単位:円）

区分 前期繰越高 当期増加高 当期減少高 当期末残高
｜ '

下水道事業債平成14年度，253,838,541０ ６，５８５，４２４ 2４７，２５３，１１７

下水道事業債平成14年度33,866,7290870,70232,996,027

下水道事業債平成14年度１０，２1２

｡－一一一一一

０

－－－－‐↑．.‐

２，５３７，９１６ 7,674,823
←一

下水道事業債平成14年度35,386,3350761,87334,624,462

下水道事業債平成14年度14,919,279０

下水道事業債平成1４ 1５，４Ｉ雨｡「 ０

３，７０７，５１５

ト
1１，２１１，７６４

382,611115,054,268

下水道事業債平成14年度12,329,5280304,18612,025,342

下水道事業債平成14年

下水道事業債平成1４年

2 7 , 0 42,763０ 6６７ 1８２２６，３７５，５８１

7,636,326０１８９，２７０７，４４７，０５６

下水道事業債平成14年度26,088,2310580,830

下水道事業債平成14年
度｣－１

下水道事業債平成14年度

下水道事業債平成

下水道事業債平成

1５

1５

一苧

0 0 , 9 98,528０
●

２，６７０，８６３

2５，５０７，４０１

98,327,665

109,726,796０２，９０１，６７８１０６，８２５，１１８

1７７，８９１，１７４０４，５０３，０６４

－ 后

1７３，３８８，１１０

102,944,60802,284,227100,660,381

下水 道 事 業 債 平成15年度2,129,1800298,7371,830,443

下水道事業債平成15年度

下水道事業債平成15年度

下水道事業債平成15年度

下水道事業債平成１

－
１
１

斗

弄産-ト
下水道事業債平成16年度

下水道事業債平成１

下水道事業債平成１

25,310,804

’
０ ４７４，００５２４，８３６，７９９

2８，３２２，１０３０３，９７３，７６７２４，３４８，３３６

2,017,163０４２，１２０1,975,043

3６，８３５，１４１
’一-－－一一一一一一｡〒-－■-一一

224,388,327

●
１
１
Ｉ

０ 7６９，１５０ 3６，０６５，９９１

０１ ４，５４２，８６４２１９，８４５，４６３

159,626,270０３，２３１，７２１156,394,549

1８，４３６，５３６ ０ 3２２，６１１１８，１１３，９２５
’'一一一一一一一一一一一一一一一一一

下水道事業債平成1 6年 度1 ,1 83,5200128,120

下水道事業債平成16年度10,291,470

下水道事業債平成16年度

１
４

●一

－‐一一一トー‐

31,050,000

０ １

０

1,055,400

114,087９，１７７，３８３

1,250､剣 29,800,000

下水道事業債平成16年度，209,001,33704,192,995204,808,342

下水道事業債平成16年度

一・－Ｊ信一一・・．‐－

61,229,310 ０ 1，２２８，３８５ 6０，０００，９２５



(単位:円）

区分前期繰越高 当期増加高 当期減少高当期末残高

下水道事業債平成16年度2,561,69

下水道事業債平成17年度 4,665,99

０２７８，４２８ 2,283,264

０２９０，３８５４，３７５，６１０

下水道事業債平成17年度119,455,45902,302,579117,152,880

下水道事業債平成17年度

。
’
‐

1，９９４，７１３１ ０１１９３，７０６１，８０１，００７

下水 道事業債平成17年度451, 2 6 3 0 6 3 , 1 2 5 3 8 8 , 1 3 8

下水道事業債平成17年度

下水道事業債平成17年度

5 , 2 6 6,864０ 4６１，１１９
一一４

4,805,745

5７，１６４，５７３０１，０３５，１７０５６，１２９，４０３

下水道事業債平成17年度2,184 ,029039,5502,144,479

下水道事業債平成17年度
ｂ一一一

7０，７４３，５３３ ０ 1，２８１，０６５ 6９，４６２，４６８

下水道事業債平成17年度53,972,05201,753,51152,218,541

下水道事業債平成18年度 2,034,275
一一◆ Ｌ ０１７３，４４３’１，８６０，８３２

下水道事業債平成18年度303,087,66404,761,815298,325,849

下水道事業債平成18年度238,295,045

下水道事業債平成18年度

０ ３，７４３

8，９１１，０６３０６５３ 1７６

2３４，５５１，１８７

8,257,887

下水道事業債平成18年度13,665,9990220,42413,445,575

下水道事業債平成18年度 2０，７４２，９９６Ｔ ０’ ３６０，８４２１ ２０，３８２，１５４

下水道事業債平成18年度2,359,393041,0442,318,349

下水道事業債平成18年度116,188,014０

下水道事業債平成 1 8 年 度 5 0 , 5 25,076０

下水道事業債平成18年度

下水道事業債平成19年度

下水道事業債平成19年度

下水道事業債平成19年度

1９１，１２９，０

9８，８６６，８

2，０３３，１１１ 1１４，１５４，９０３
、一一１

8８４，１１１４９，６４０，９６５

０５，６７２，３５１１８５，４５６，６５８

０７，３１９，６６４９１，５４７，１６７

1 3 , 5 08,482０

3,685,3 ０

1３，５０８，４８２０

225 3,459,632

下水道事業債平成19年度475,300,000００475,300,000

下水道事業債平成19年度
”4唖|－

下水道事業債平成19年度’ ３９，５６６，６４０

下水道事業債平成19年度’42,363,864

一●

０
一
０
－
０

1７，５０４，６

1３，１２５，９動
８，３８６，６６０

０

２６，４４０，７１３

3３，９７７，２０４



(単位:円）

区分前期繰越高当期増加高当期減少高当期末残高

下水道事業債平 成19年度205,700,000００205,700,000

下水 道事業債平成19年度24,00 0 , 0 0 0 ０ ０ 2 4 , 0 0 0 , 0 0 0

下水道事業債平成19年度

下水道事業債平成20年度

下水道事業債平成20年度

↓

‐

369,518,604

2８，４７０，９７８
トー一一

０
０

１０，１０７，２７４

－９姉0,Ｊ
3５９，４１１，３３０

19,095,965

1１０，１５９，８７１０９，４１６，０７６１００，７４３，７９５

下水道事業債平成20年度97,868,47905,983,23991,885,240

下水道事業債平成20年度349,100,000００349,100,000
C ◆

下水道事業債平成20年度279,600,000００279,600,000

下水道事業債平成20年度81,003,144011,416,59369,586,551

下水道事業債平成20年度233,387,855014,968,922218,418,933

下水道事業債平成20年度227,569,217012,755,406214,813,811

下水道事業債平成20年度

下水道事業債平成20年度

4，８６１，８４００

9,795,250 ０

’ ’

3１１．８２６ 4,550,014

549,030９，２４６，２２０

下水道事業債平成20年度9,377,519０５２５，６１６8,851,903

下水道事業債平成20年度289,000,000００289,000,000

下水道事業債平 成 2 0 年 度 ５ ８ ， ０００，００００１058,000,000

下水 道事業債平成20年度107,70 0 , 0 0 0 ０ ０１０７，７００，０００

下水道事業債平成20年度299,015,53607,757,467291,258,069

下水道事業債平成21年度’97,400,00000197,400,000

下水道事業債平成21年度252,439,915012,609,008239,830,907

下水道事業債平成21年度

下水道事業債平成21年度

下水道事業債平成21年度

２１
８，７４５，８７７

９

９３，１００，０００

8４，３００，０００

下水道事業債平成21年度156,900,000

下水道事業債平成21年度55,600,000

下水道事業債平成21年度

一
‐
１

1４，４００，０００

下水道事業債平成21年度50,600,000

下水道事業債平成21年度 408,500,000

１
１
１
９
．し

０
’
０
０
０

０
－
０
０

０

４３６，８４５

Ｉ
－
Ｉ
ｌ
Ｉ
．
‐
１
．
壱

0１

8,309,032

9３，１００，０００

０８４，３００，０００

０ 156,900,000

055,600,000

０ 1４，４００，０００

０５０，６００，０００

０４０８，５００，０００



４平成25年度予算概要及び経営方針

平成25年度下水道事業の支出予算については､4,664,300千円で平成24年度当初予算と比較

すると2.3％増となりました。

このうち､収益的支出については2,591,355千円で､内訳は人件費３．１％､減価償却費44.5％、

支払利息１６．４％､動力費６．７％､修繕費5.3％､その他２４．０％となっています。

また､資本的支出については2,072,945千円となり､建設改良費46.9％､企業債償還金53.0％、

出資金0.1％となっています。

本市下水道施設整備事業については､基本的な汚水管渠の整備は概ね完了していることから、

現在は浸水対策事業を計画的に進めており､平成25年度は土師新町及び堀高田貯捌施設設置事業に

着手します。

また､老朽化した施設も多いことから､長寿命化計画に基づき､有利な財源を確保しながら計画的に

施設の改築更新事業に取り組んでまいります。

(単位:円）

区分 前期繰越高 当 期 増 加 高 当 期 減 少 高 当期末残高

下水道事業債平成22年度 5５７，６００，０００１０

下水道事業債平成22年度44,200,000０

下水道事業債平成22年度

下水道事業債平成22年度

４３，４００，０００

４１，５００，０００
トー

0１557,600,000

０４４，２００，０００

００２４３，４００，０００
’
’
十
１
１

００２４１，５００，０００

下 水道事業債平成22年度2,000,000００2,000,000

下水道事業債平成23年

下水道事業債平成23年

288,500,000００１２８８，５００，０００
－－－－－－１－----

117,500,0001001117,500,000

下水道事業債平成23年度195,300,000００195,300,000

下水道事業債平成23年度

下水道事業債平成24年度

7,100,000０，０３７，１００，０００
｜｜●－一

084,200,000０８４，２００，０００

下水道事業債平 成24年度０110,200,0000110,200,000

下水道事業債平成24年度

’
’
○
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

０ 1９７，０
q型Q-L

下水道事業債平成24年度01,100,000

下水道事業債平成24年度

０１９７，０００，０００

０１，１００，０００

0 17,500,000０１７，５００，０００

計 1８，０８５，０４０，７４０ 410,000,000５４２，８９４，７１４ 1７，９５２，１４６，０２６



(平成２４年１０月１日～平成２５年３月３１日）

ｌ事業の概況

当期末の延べ患者数は、入院は54,267人（一ｕ平均298.2人）となり前年度同期に比し

335人（一日平均３．５人）の増加、外来は112,797人（一日平均940.0人）となり前年度同

期に比し3,848人（一日平均３２．１人）の増加となりました。

設01洲係につきましては、眼科の白内障手術装iift、臨床検査科の生即検iff部門システム、

手術室等の生体情報管理システム等の医療機器の盤備・更新を進めました。また、救命救急

棟の建築に向けての基本・実施設計業務を進めました。

収支につきましては、患者数の増加や診療単価の伸び等により診療収入が前年同期に比し

5.1％哨加したことや、減111i悩却費が大幅に減少した結果、当期は154,031,594円の純利益

となり、年間では440,309,801111の当年度純利益を計上することができました。

２経理の状況
平成２４年度下半期市立福知山市民病院事業収支計算井

収 益

科Ｈ 金 額

ｌ医業 収 益 ４，２９１，９１０，５４７

２医業外収益 5５７．２９８，４９８

３ 看 護学校収益 6２，５０５，０１９

合計 4，９１１，７１４，０６４

賛

科 Ⅱ 金額

ｌ医 業搬用 4，３９９，６５０，９０９

２医業外費用 2８８，７５８，０３３

3看護学校費用 3７，５９９，４１４

４特別損失 ３１，６７４．１１４

合計 4，７５７，６８２，４７０

(単位円）

術 考

入院収益、外来収益、他会計負担金、その他医業収益

受取利息､他会計負担金､補助金､院内保育所収益､賃貸料、その他

入学金収益､授業料収益､他会計負担金､その他

川

術 考

(単位円）

給与費､材料醤､経掛､減価償却費、資産減粍岱、研究研修費

支払利息､院内保育所費､繰延勘定償却､その他

給与費、経費、減価償却費

過年度損益修正損、その他特別損失



平成２４年度下半期市立福知山市民病院蛎業貸借対照表

|件方科｜’

ｌ 有形固定資産

２現金預金

３未収金

４貯 蔵口ｕｌ－Ｊ

５ 前 払賛用

６繰延 勘定

合計

(減価償却累計額

３ 企 業 債

区分

病院事業債７年度

病院事業債１０年度

病院事業債１４年度

病院事業債１５年度

病 院事業債１６年度

〃〃〃

〃〃〃

病院事業債１７年度

〃〃〃

病院事業債１８年度

〃〃〃

合計

(単位円）

金 額 貸方科Ⅱ 金細

1６，８３８，５９４，０５７

2,880,748,688

1，４０７，３９７，２４７

2４，０８０，１２０

1，９２５，４５０

４１０，４５５，３３２

２１，５６３，２００，８９４

ｌ他会計併入金

２引 当 金

３未払金

４未払醤用

５預り金

６自己資本金

７借入資本金

８資本剰余金

９欠損金（△）

lＯ当期純利益

合計

7,244,665,655111）

前期繰越高 当期増加高 当期減少高

6，３４８．４３９ ０ 1９０，４８６

6０２，０１２，１３１ ０ 1５，３５９，０４８

7２６，１６２，２７７ ０ 1７，４２３，８９７

4５１．１９９，５３８ ０ 9，６１２．３０９

4５７，０９０，０８２ ０ 8，９７８，００５

３１０．９０５．２６０ ０ 6，１０６，６９３

2，３９５，０２１，３３０ ０ 4０，７６７，７５４

２，８１１，９４８，９８６ ０ 4６，０１０，９９０

1，８３６，８３２，９０２ ０ 3４，３９９，０５０

3３７，７５１，２８４ ０ 5，９１０，１２８

２１０，１３２，９０３ ０ 3，３０１，４０２

1０，１４５，４０５，１３２ ０ 1８８，０５９，７６２

507,455,512

3３６，８８５，７７３

543,402,385

３，８４３，８００

3９，８４５，４１６

4，３９３，３５３，０９２

9,957,345,370

9,024,002,436

3,396,964,484

1５４０３１，５９４

２１，５６３，２００，８９４

(単位円）

当期末残高

6，１５７，９５３

586,653,083

7０８，７３８，３８０

4４１，５８７，２２９

4４８，１１２，０７７

3０４，７９８，５６７

２，３５４，２５３，５７６

２，７６５，９３７，９９６

1，８０２，４３３，８５２

3３１，８４１，１５６

2０６，８３１．５０１

9，９５７，３４５，３７０



４平成２５年度予算概要及び経営方針

平成２５年度市立福知山市民病院事業の予算総額は１０，９８４，７００千円で、対前年

度比１２．５３％の増加となり、収益的支出の内訳は給与費４５．８％、材料費１８．５％、

経費２１．７％、減価償却費８．３％、その他５．７％となっております。

また、資本的支出の内訳は建設改良費７４．６％、企業債償還金２０．２％、他会計僻入

金返還金５．２％で、建設改良費の主なものは救命救急棟建築事業費及び医療機器等の購入

費となっております。

市民病院は今後も地域の基幹的病院として、高度医療体制、救急医療体制等の確立をめざ

して医療スタッフの充実、医療機器の整備を推進するとともに、蛎業の合理化、効率化によ

る経営改善をさらに推進し、地域住民の医療ニーズに十分応える医療サービスを提供してま

いります。



国民健康保険新大江病院業務状況報告書

（平成２４年１０月１日～平成２５年３月３１日）

ｌ事業の概況

国民健康保険新大江病院及び有路診療所は、医療法人財団新大江病院を指定符即者とし利用

料金制により運営しており、病院の運営に係る収益及び費用は一部を除き指定椅理者側のもの

としている。

本市の下半期分の収支としては、経常的な経費である減価償却、耐震診断業務委託料及び企

業債利息の計上と企業債の償還のみであり、ほぼ当初予算どおりの計上となった。

２経理の状況

科目

ｌ医業収益

２医業外収益

合計

科目

ｌ 医業費用

２医業外費用

合 計

借方科目

ｌ有形固定資産

２現金預金

３未収金

合 計

(減価償却累計額

平成２４年度下半期収支計算書

収 益

(単位円）

金額 備考

０

3．７５８．９６６ 他会計負担金、その他医業外収益

3．７５８．９６６

費 用

(単位円）

金額 備考

10,944.684 減価償却費、経費

1.900.466 支払利息

1２，８４５，１５０

平成２４年度下半期貸借対照表

(単位円）

金額 貸方科目 金額

476,853.813 ｌ未払金 8．１４４．５９２

8，１４４，５７６ ２自己資本金 308.369.440

1６ ３借入資本金 2０４，８３０，８６１

４欠損金（△） 1８．１７４１１９

５当期純損失（△） 1８１７２，３６９

4８４．９９８．４０５ 合 計 484.998,405

753,178,758円）



３企業債

区分

病院事業債１１年度

〃 １２年度

１３年度〃

〃１５年度

１６年度〃

過疎対策事業債１２年度

〃１３年度

１５年度〃

１６年度〃

前期繰越高 当期増加高

99,488,876

9,608,634

596.478

3,672.554

4３．１８８．８９４

1．０６９，１６２

2，８２２．５７０

2．８３０．１５５

5３，１９５，３２４

(単位円）

当期減少高 当期末残高

2.388,099 9７，１００，７７７

529.905 9．０７８．７２９

2９７．２７３ 299.205

7８，２４０ 3,594,314

8４８．３０１ 42,340,593

1，０６９．１６２ ０

9３５．２３４ 1，８８７，３３６

306.374 2，５２３．７８１

5．１８９，１９８ 4８，００６，１２６


